
目的
沖合底曳網漁業の主要魚種となっているアカガレ
イの漁獲量は, ����年の������を最高に以後指数関
数的に減少し, ����年には����にまで落ち込んだ.
この減少傾向からも, 本種が乱獲により減少してい
るのは明らかであり, 漁業者自身資源の枯渇を憂慮
している. そのため, 本種の資源の維持, 回復を図
るため平成��年に資源回復計画が策定されたところ
である. 管理が実践された後は, その効果および管
理計画が適正なものかを判定しなければならない.
そのための基礎資料として, 毎年の資源動向を常に
把握するためのモニタリングを行う.

方法
① アカガレイの漁獲量を漁獲統計調査により集計
し, 経年変化を求め, 資源動向を検討した.
② アカガレイの漁獲量の多い網代港において毎月
１回の市場調査を行ない, 銘柄別体長組成を求め,
漁獲統計調査により同港の銘柄別漁獲量を求め, 漁
獲物の体長組成を算出し, 両者を掛け合わせ網代港
における体長別漁獲尾数を求める. さらに, 市場調
査時に本種を各銘柄１箱ずつ購入し, 生物測定を行
い, 体長別雌雄比を求め, 網代港における雌雄別体
長別漁獲尾数を求める. この雌雄別体長別漁獲尾数
に (本県のアカガレイの水揚量／網代港のアカガレ
イの水揚げ量) を掛け, 本県のアカガレイの雌雄別
体長別漁獲尾数とした. これを前年と比較すること
により, 資源動向を検討した.

結果
① 本県の沖合底びき網漁業における組合 (支所)
別アカガレイの漁獲量の推移を図１に示した. ����
年の本県のアカガレイの水揚げ量は����で前年より����の増加で, ����年以降４年連続の増加となった.
次に, 月別漁獲量の����年以降との比較を図２に

示した. ����年は３月に����を水揚げており, ����
年以降では最も多い漁獲であった. また, ����年以
降９月の漁獲量も多い傾向にあるが����年も���で����年並の水揚げであった. これは, ����年以降の
傾向と言えるが, ハタハタの安価, ソウハチの不漁
により選択的に漁獲されたと思われる.

② 市場調査, 漁獲統計調査, 生物調査により,����年の鳥取県におけるアカガレイの月別雌雄別体
長別漁獲尾数を算出し, 図３及び表１に示した. 年
間漁獲尾数は雌が約���万尾, 雄が約���万尾で, 昨
年よりそれぞれ約８万尾および約��万尾増加してお
り, 前年比では, 雌は４％, 雄は��％の増加であっ
た. 月別には, １月から３月は体長��㎝前後の雄成
魚が昨年より多く漁獲され, ４月は体長��㎝以上の
雌成魚が漁獲されていた.
次に, 年間体長別漁獲尾数を前年と比較し, 図４
に示した. 雌では体長��㎝前後, 雄では体長��㎝以
上の個体で昨年より若干多く漁獲されているが,����年級, ����年級が産卵回帰したと考えるには量
的に少ないと推察された, 今後の漁獲動向が注目さ
れる.
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図１ アカガレイの地区別漁獲量の推移

図２ アカガレイの月別漁獲量の比較
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図３ 鳥取県で漁獲されるアカガレイの月別雌雄別体長別漁獲尾数

図４ アカガレイの年間体長別漁獲尾数
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